
（ 6年 5月分）

１．生鮮食料品等の市況 富山中央青果株式会社

         （１）市況の概要 ※．入荷数量＝t  比＝％ 平均単価＝円

前年同月比  kg当り 前年同月比  

前月比 平均単価 前月比

76% 134%
96% 104%

94% 101%
104% 97%

（２） 主要品目の市況 ※．入荷数量＝t  比＝％ 平均単価＝円

前年同月比  kg当り 前年同月比  

前月比 平均単価 前月比

93% 182%

98% 107%

85% 133%

122% 91%

100% 117%

128% 93%

67% 124%

138% 86%

66% 164%

76% 128%

85% 93%

275% 91%

73% 104%

62% 85%

34% 124%

42% 107%

26% 131%

200% 109%

100% 94%

127% 101%

２． 取扱品目の卸売実績 (金額：税込み）

受託 買付 計 受託

一般野菜 921,297 531,816 1,453,113 307,101,770

加工野菜 0

花き

その他

冷凍食品

計 921,297 531,816 1,453,113 307,101,770

一般果実 49,305 776,010 825,315 38,226,439

加工果実 0

その他

冷凍食品

計 49,305 776,010 825,315 38,226,439

970,602 1,307,825 2,278,427 345,328,209

種類 市  況  の  概  要 入荷数量

野
菜

　全国的に雨の日が多く、東京では4月22日以降の月曜日は毎週雨を観測した。中旬以降は全国的に高温傾向となり夏日が
長続きする場所も多く、関東内陸部では真夏日を観測した。相場に関しては、特にキャベツ、白菜、ブロッコリー、大根、人
参、馬鈴薯、胡瓜、ピーマン、トマト類が高値傾向で推移。中でもキャベツ、ブロッコリー、人参は報道される程の高値まで上
がった。下旬には全体的に落ち着いた。今後は梅雨の状況により玉葱、馬鈴薯、人参の生育不良、病気等の発生率が高くな
る傾向にある。

1,453 304
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139

果
実

　５月は外果中心の販売となった。キウイ、パイン、オレンジについては、円安傾向にありスーパー中心の販売であった。国産
果実に関してはイチゴ、スイカ中心の販売となった。入荷量は前年に比べ少なく単価高で推移。

825 348

市  況  の  概  要 入荷数量

だいこん

馬鈴薯

野
きゅうり

菜
とまと

愛知中心販売で例年に比べ日照不足気味で花付き悪く、出荷の少ない状態が続
いた。また全体的に少ない中で小玉傾向で推移した為、出荷箱数は伸びず市場全
体不足感が強かった。

109 328

なす

86

３～４月中旬天候不順が多く、低温の影響が響き西南団地の出荷少なく単価高と
なった。５月下旬にかけ樹も細く病気発生もみられ産地として早切り上がりとなった
為、物量は減少。入荷減、単価高で推移。

前半は千葉、茨城の関東産、後半は県内産中心の販売。天候不順や端境期の影
響もあり数量が少ない状態が続き高値で推移。後半は数量、価格共に安定した状
況であった。

392

主 要 品 目

520

203
甘夏

サンフルーツ

熊本主体の入荷、販売が厳しく単価安で推移した。
11

195

高知中心販売で需要は多く、特に３P袋の販売が好調であった。天候の影響も堅調
にあり単価高傾向で推移し５月までピークとなった。６月にかけて減少推移していく。 68

出荷傾向に大きな増減が見られず早めに終了。

実
すいか

前半熊本産中心の販売だが、全体量が３～４割少なく単価高。後半千葉、長崎等、
出荷が始まり全体的に飽和状態となった。 12

サンふじ
青森主体の入荷、中旬頃終了。単価高で推移。

11

464

1028

鹿児島・長崎中心の販売。雨の影響で数量少なく高値で推移。
148 207

トルコ産の切り上りも早く昨年より入荷量は減少。カリフォルニア産のグレープも入荷
が減少。 14

果

 種       類
数  量 （ｋｇ） 金額（円）

買付 計

421

グレープ

いちご 29

211

野
 
 

菜

169,568,453 476,670,223

0

0

169,568,453 476,670,223

合計 441,962,388 787,290,597

272,393,935 310,620,374

果
 
 

実

272,393,935 310,620,374


